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Recently, we have found that monosubstituted aza-orthocyclophene 1 (R1 or R2 = H) has 

dynamic planar chirality. In this work, we designed and synthesized novel disubstituted aza-
orthocyclophene 2 (R1, R2 ≠ H), which was expected to be semi-static chiral molecule. The 
details of the synthesis, stereochemical stability and transformation of 2 will be presented. 
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当研究室では先に E-アルケン上の 5 位もしくは 6 位の一方に置換基を有するアザ

オルトシクロフェン 1 (R1 or R2 = H) を合成し，この分子が E-アルケン部位の反転を

律速段階としてラセミ化する「動的面不斉分子」であることを，またその置換基の位

置と種類によって立体化学的安定性が大きく変化することを明らかにしている 1-3)．

これに基づき，5, 6 位の両方に置換基を導入したアザオルトシクロフェン 2 (R1, R2 ≠ 
H) は「準静的面不斉分子」となると予想して，今回，その合成を検討した． 

6 位に種々の置換基を導入す

ることを目的として，2 の共通

合成中間体として 6 位ヨウ素

化体 3 を設定した．3 はアルケ

ン上にヨウ素を導入した四置

換アリルアルコール 4 を環化

させることで，また，4 はプロ

パルギルアルコール 5 のアル

キン部位のカルボマグネシウ

ム化反応/ヨウ素化で調製する

ことを計画した．講演時には 2
の合成の詳細とともに，それら

の立体化学挙動解析および中心性不斉分子への変換についても言及する． 
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